
かごしまＳＤＧｓ推進パートナーの取組紹介

企業等名 生活協同組合コープかごしま 業種 流通業ほか

現在の取組

【目標１】
・１９７９年より募金活動を始め、１９８８年からは「ユニセフお年玉募金」として、毎年1月に
活動を実施（２０１９年度までに募金総額は１億円を突破）
【目標２】
・全国の生協と協同して、国連ＷＦＰを通じて、飢餓に苦しむ発展途上国の子どもたちに学
校給食を届けるレッドカップキャンペーンを実施
【目標３】
・ちょっとした困りごとを組合員同士が助け合う「くらしの助け合いの会」活動を実施
・指宿店・かのや店・しぶし店の３店舗でピンクリボンセミナーと乳がん検診を実施
・福祉事業として、指定訪問介護事業を鹿児島市・薩摩川内市・鹿屋市で、指定居宅介護
支援事業を鹿児島市・薩摩川内市で、地域密着型通所介護事業を鹿児島市で実施
【目標４】
・組合員活動として、学習会、産地工場見学、商品の試食と普及を実施
・文化鑑賞事業として、組合員が文化・芸術を鑑賞できる機会を作り心豊かなくらしづくりを
目指す会員制の文化鑑賞会『まい・夢』を運営
【目標５】
・男女共同参画の取り組みとして、育児休業や育児時短勤務を推進
【目標６】
・全国の生協と協同して、ユニセフを通じて、アンゴラ共和国に、子どもたちにやさしい学校
づくりの支援としてコアノンスマイルスクールプロジェクトを実施
【目標７】
・宇宿店・かせだ店・出水店３店舗に太陽光発電パネルを設置
・姶良市に太陽光発電施設を設置
【目標８】
・６５歳まで定年を延長
・新型コロナ感染症に対応して緊急雇用対策を実施
【目標９】
・生産者と消費者が相互理解を深める産地直結運動を推進
・協同組合間の連携を強め、協同組合間提携商品の普及に努める
【目標10】
・発展途上国から原料や製品を適正な値段で継続的に購入し、立場の弱い生産者の待遇
改善と自立を目指すフェアトレード商品の普及を推進
【目標11】
・地域の見守り活動や災害支援活動、くらしの助け合い活動を推進
【目標12】
・エシカル消費の普及・啓発活動を推進
・レジ袋削減のために、マイバッグ持ち寄り運動を推進（2020年6月よりレジ袋無料配布を
終了）
・2020年6月より、フードロスを削減するため、賞味期限が短くなった商品の購入者にポイ
ントを付与する『ろすのんポイント』制度をスタート
・環境募金に取り組み、環境活動に活用。募金の一部は県内の環境団体へ寄付
・アルミ缶や牛乳パックなどのリサイクル活動を実施
【目標13】
・『2030温室効果ガス削減計画』を策定（目標値：2013年度比で温室効果ガス排出の43％
削減）
【目標14】
・くすのき自然館との「さとうみ」活動を実施
・持続可能で適切に管理され、環境に配慮した漁業として証明するＭＳＣ認証と環境に負
担をかけず地域社会に配慮して操業している養殖業として証明するＡＳＣ認証の商品を普
及
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https://www.kagoshima.coop/about/sustainability-report/sustainability-report2019.html#


かごしまＳＤＧｓ推進パートナーの取組紹介

現在の取組

【目標15】
・適切に管理された森林から供給されていることを証明するFSC認証商品を普及
・農園の環境、土壌・水を含めた天然資源、生態系や生物多様性を守り、労働者の労働条
件やその家族・地域社会を含めた教育・福祉などの厳しい基準を満たした農園であること
を証明するレインフォレスト・アライアンス商品を普及
・産地直結商品を普及
【目標16】
・組合員による夏休み親子平和映画会や県内各地での憲法学習会、8月9日に派遣してい
る長崎平和の旅、鹿児島大空襲のあった6月17日に「6.17平和のつどい」など、創立以来、
平和活動を実施
【目標17】
・自治体等と協定を締結し、課題解決に向けた取組を実施
　「地域における域見守り活動に関する協力協定」（11自治体と1社協）
　「災害時における食糧等物資の供給協力に関する協定」（8自治体）
　「包括的業務協定」（1自治体）

今後の取組
生協コープかごしま2030年ビジョン（長期方針）に基づき、今後の取組を実施

　「つながる力で、豊かな「地域の食とくらし」の創造を。」

関連するゴール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○

組合員家族と海岸清掃を実施する様子 生協コープかごしまの移動店舗


